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附属書 C（参考）3 m キューブエンクロージャーで測定した透過率（%）と 
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C 60695-6-1：2023 (IEC 60695-6-1：2021) 

（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS C 60695-6-1:2006

は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本産業規格          JIS 
 C 60695-6-1：2023 
 (IEC 60695-6-1：2021) 

火災危険性試験－電気・電子－第 6-1 部： 

煙の遮光－一般指針 

Fire hazard testing-Part 6-1: Smoke obscuration-General guidance 

 
序文 

この規格は，2021 年に第 3 版として発行された IEC 60695-6-1 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

電気・電子製品の設計において，火災のリスク及び火災に関連する潜在的な危険性を考慮する必要があ

る。この点において，部品，回路及び機器の設計及び材料の選択は，合理的に予見可能な（誤）使用，誤

動作又は故障が発生した場合でも，火災のリスクを許容可能なレベルまで低減することを目的とする。 

JIS C 60695-1-10，IEC 60695-1-11 及び IEC 60695-1-12 では，これらをどのように達成すべきかを示して

いる。 

電気・電子製品を含む火災は，外部の非電気的な原因で発生することもある。このような性質の検討は，

全体的な火災危険性評価の中で取り扱われる。 

JIS C 60695 規格群（IEC 60695 シリーズ）の目的は，火災の数を減らしたり，火災の影響を減らしたり

することで，人命及び財産を守ることにある。これは，次の方法で達成可能である。 

－ 通電された部品による発火を防止し，発火した場合には，発生した火災を電気・電子製品のエンクロ

ージャーの範囲内に閉じ込める。 

－ 製品のエンクロージャーを越えた火炎の広がりを最小限に抑え，熱，煙及び毒性又は腐食性の燃焼生

成物を含む火災放出物の有害な影響を最小限に抑える。 

煙の発生は，火災危険性の一因となる。そして，煙の発生は，建物からの脱出又は消火活動を妨げる視

野及び／又は方向感覚の喪失の原因となる可能性がある。 

煙の粒子は，光の吸収及び散乱のため，視界を低下させる。その結果，出口表示，ドア及び窓を見つけ

にくくする可能性がある。視界は，物体がもはや目に見えなくなる距離で決められることが多い。視界は

多くの要因によって決まるが，視界と煙の減光係数の測定値との間には，密接な関係が確立されている（附

属書 A 参照）。 

煙の発生及びその光学特性は，例えば，燃焼発熱及び火炎伝ぱのようなほかの燃焼特性と同時に測定す

ることが可能である。この規格は，指針としての役目を果たし，煙による遮光性について扱っている。 

  


